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「
昔
な
が
ら
の
松
代
の
本
来
の
風
景
を
残
し

た
い
で
す
。
そ
れ
が
地
域
の
宝
物
だ
と
思
う
ん

で
す
」
。
村
木
さ
ん
が
土
壁
塗
り
で
松
代
の
商

店
街
の
修
景
に
挑
む
の
は
、
今
回
で
６
作
品
目

に
な
り
ま
す
。
葦あ

し

を
組
む
「
木
舞
か
き
」
か
ら
中
塗
り
、
上
塗
り
、
仕
上

塗
り
ま
で
約
２
か
月
間
、
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
魚
沼
市
）
の
生
徒
た

ち
と
の
協
働
で
、
こ
の
作
品
作
り
は
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
同
ス
ク
ー
ル
の
広
井
裕
希
さ
ん
は
、「
私

た
ち
の
技
術
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
自
信
を

も
っ
て
作
っ
た
作
品
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
完
成
に

期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
来
年
の
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
て
、
７
作
目
の
構
想
が
練
ら
れ

て
い
て
、
村
木
さ
ん
の
足
掛
け
10
年
に
わ
た
る
修
景
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

着
々
と
進
展
し
て
い
ま
す
。

（
村
木
　
薫
さ
ん
）

松
代
商
店
街
周
辺
に
お
け
る

土
壁
に
よ
る
修
景

土
壁
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

莇
あざみ

平
ひら

集落の旧莇

平小学校を社屋

に、年間を通じて

多彩な活動を繰り

広げる明後日
あさって

新聞

社（社主＝日比野

克彦さん）。2003

年の大地の芸術祭

以降、集落の人た

ちと催すワークシ

ョップや毎月発行

する「明後日新聞」は、地域と芸術祭をＰＲする大き

な発信源になっています。

今年の企画は「朝顔キャラバン」。一昨年、社屋に

150本余りのロープを張り巡らせ朝顔栽培を始めたのを

きっかけに、３年目の今年は社屋のグラウンドに、竹

をしならせて作った直径約６mの「朝顔ドーム」を設営

するなど、地域と一体となった取り組みは好評を博し

ています。

10days期間中は、莇平で育てた朝顔が国内外を旅す

る様子を、映像で紹介する楽しい企画も展開します。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
か
つ
て
妻
有
地
方
の
重
要
な

産
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
養
蚕

よ
う
さ
ん

に
着
目
し
、
こ
れ
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
で
作
品
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、採
れ
た
繭
を
作
品
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
地
域
の
記
憶
」
を
作
品
化
す
る
こ
と

で
も
あ
り
、
繭
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
も
作
品
と
し
て
と
ら
え

て
い
ま
す
。

協
働
で
作
品
作
り
に
挑
む
蓬
平
集
落
も
か
つ
て
は
養
蚕

が
盛
ん
な
集
落
で
し
た
が
、
産
業
動
向
の
あ
お
り
か
ら
20

年
ほ
ど
前
に
途
絶
え
ま
し
た
。
今
、
そ
の
記
憶
に
あ
る
養
蚕

経
験
を
呼
び
起
こ
し
、蚕
か
い
こ

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

期
間
中
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
の
繭
を
使
っ
て

小
さ
な
「
繭
の
家
」
を
作
り
ま
す
。

峠集落にある古民家の柱や壁、床などあらゆる

ものを素材に、彫刻刀で彫りながら作品として再

生させようというプロジェクトです。現在、日本

大学芸術学部彫刻コースの学生を中心に古民家の

改修が行われ、来年の芸術祭に向けて準備が進め

られています。

また、今回の10days期間中は、その作品の制

作風景を公開したり、来訪した人たちも気軽に彫

刻できるワークショップを開催したりします。学

生たちの熱心な活動が共感を呼ぶ作品制作です。

（日本大学芸術学部
彫刻コース有志）脱皮する家

小林さんは、前回の大地の芸術祭で、鉄骨造りのアーチ型写

真館「思い出センター」を設営しました。その作品は、現在、

松代小学校で飼育してい

るヤギの家として利用さ

れ、ヤギや子どもたちに

喜ばれています。

10days期間中のワー

クショップでは、ヤギと

子どもたちの感謝の気持

ちを込めて、飼育してい

るヤギの乳でチーズを作

りながら、生命と食、そ

して農とのかかわりにふ

れます。

（小林　豊さん）

松代小学校の子どもたちと
本格的チーズづくり

７月31日Aから８月９日Cにかけて開催される「大地の芸術祭・越後妻有2005夏

10daysー真夏の里山体験ー」の活動が、市内各地で始まっています。

来年の「大地の芸術祭・アートトリエンナーレ in 越後妻有2006」に向けた動きも

活発化しています。松代地区で行われているいくつかの取り組みを紹介します。

商店街の民家に土壁を仕上げる
魚沼テクノスクールの生徒たち

かつての記憶をたどりながら、養蚕に
取り組む蓬平集落の皆さん

「思い出センター」で暮らすヤギの親子

ヤギの乳でチーズを作る児童たち古民家の改築にあたる学生たち

（
古
巻
和
芳
さ
ん
）

繭ま
ゆ

の
家
を
つ
く
ろ
う
！

蓬
平
養
蚕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

明後日新聞社文化事業部企画 空家再生プロジェクト

エコロジカルアートプロジェクト

朝顔キャラバン（日比野克彦さん）
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十日町市行政改革推進委員を募集します

市では、「自立した市民の知恵と協働に

よる夢を耕し続ける感動と創造のまちづく

り」を基本理念としています。これを受け、

新市創造の初年度である17年度は、「行政

内部の改革」「行政と市民の新しい関係の

構築」の視点から行政改革に取り組み、市

民による「十日町市行政改革推進委員会」

を設置して審議を進めていきます。

新しい十日町市の行政改革に取り組んで

みませんか。

○委員の職務 ・市民の視点で改革すべき事項を提言

・改革の大綱（方針や目標などをまとめたもの）を

審議し、市長に答申

○募集人数 10人（委員15人）

○任　　期 委嘱の日から2年

○応募資格 市内に住所を有する成人。ただし、９月から来年３

月までおおむね月に１回程度の会議に出席できる人

○応募方法 住所、氏名、性別、生年月日、電話番号、職業、「ま

ちづくりのために行政に望むこと」をテーマとした作文（400字

程度）を記載した用紙を提出

○応募締切り ８月25日e

○結　　果 選考会議で審査し、９月上旬に本人に文書で通知

○申込み・問合せ　　総合政策課行革協働係　1757-3111（内線232）

氏
　
名
　
（
行
政
区
・
電
話
番
号
）
※
敬
称
略

十
日
町
地
区
　
13
人

高

橋

秀

雄
（
城
之
古
１
1
７
５
７
―
８
３
２
２
）

南

雲

敏

夫
（
中
　
村
　
1
７
５
７
―
５
９
６
９
）

村

山

隆

義
（
西
浦
町
東
1
７
５
２
―
３
７
５
８
）

大

津

久
（
魚
之
田
川
1
７
５
９
―
２
０
０
４
）

越

村

敏

郎
（
新
座
３
　
1
７
５
７
―
４
８
８
９
）

須

藤

英

雄
（
中
条
島
　
1
７
５
２
―
３
６
９
３
）

関

由

昇
（
上
新
田
２
1
７
５
５
―
２
６
２
７
）

山

田

勇

雄
（
下
条
下
山
1
７
５
５
―
２
４
２
４
）

太

田

享
（
北
鐙
坂
２
1
７
５
７
―
５
２
６
５
）

柳

則

夫
（
吉
田
山
谷
1
７
５
７
―
１
４
１
４
）

佐
藤
三
代
治
（
当
　
間
　
1
７
５
８
―
３
７
０
７
）

富

井

良

平
（
水
沢
２
　
1
７
５
８
―
２
４
４
５
）

金

澤

和

宏
（
土
市
１
　
1
７
５
８
―
２
４
３
０
）

川
西
地
区
　
９
人

滝

井

保
（
野
　
口
　
1
７
６
８
―
２
６
１
４
）

中
村
伊
勢
男
（
坪
　
山
　
1
７
６
８
―
２
７
７
０
）

金

子

守
（
上
　
野
　
1
７
６
８
―
３
９
６
１
）

数

藤

昭

夫
（
沖
　
立
　
1
７
６
８
―
３
４
５
７
）

山

田

敬

一
（
仁
　
田
　
1
７
６
８
―
３
８
６
５
）

高

野

敏

夫
（
室
　
島
　
1
７
６
９
―
２
７
５
４
）

田

畑

誠
（
元
　
町
　
1
７
６
８
―
２
７
０
３
）

田

村

俊

秀
（
赤
　
谷
　
1
７
６
９
―
２
３
３
２
）

野

上

正

平
（
田
　
中
　
1
７
６
８
―
２
３
１
７
）

中
里
地
区
　
７
人

樋

口

富

行
（
荒
　
屋
　
1
７
６
３
―
３
２
５
４
）

藤
ノ
木
利
直
（
小
　
出
　
1
７
６
３
―
３
７
７
６
）

高

橋

定

利
（
倉
　
俣
　
1
７
６
３
―
３
９
６
６
）

桑

原

直

幸
（
田
　
代
　
1
７
６
３
―
４
０
６
８
）

樋

口

守
（
朴
木
沢
　
1
７
６
３
―
３
８
６
８
）

太

嶋

誠

司
（
芋
　
沢
　
1
７
５
８
―
３
１
９
５
）

南

雲

秀

夫
（
本
屋
敷
　
1
７
６
３
―
３
６
５
９
）

松
代
地
区
　
６
人

村

松

竹

一
（
儀
　
明
　
1
５
９
７
―
３
２
２
４
）

関
谷
信
一
郎
（
松
　
代
　
1
５
９
７
―
３
５
０
５
）

山

岸

正

康
（
松
代
東
山
1
５
９
７
―
３
８
６
１
）

柳

幸

雄
（
犬
　
伏
　
1
５
９
７
―
２
０
８
７
）

五
十
嵐
幸
吉
（
会
　
沢
　
1
５
９
７
―
３
７
０
１
）

米

持

熊

夫
（
室
　
野
　
1
５
９
８
―
２
４
２
４
）

松
之
山
地
区
　
５
人

滝

沢

繁
（
兎
　
口
　
1
５
９
６
―
２
３
８
１
）

佐
藤
新
一
郎
（
月
　
池
　
1
５
９
６
―
３
０
５
９
）

相

沢

成

一
（
水
　
梨
　
1
５
９
６
―
３
５
１
４
）

村

山

幸

夫
（
坪
　
野
　
1
５
９
６
―
３
７
４
３
）

佐

藤

充
（
天
水
越
　
1
５
９
６
―
２
０
８
３
）

選
任
委
員
　
７
人

庭
野
レ
イ
子
（

島
　
　
1
７
５
７
―
５
６
４
５
）

星
名
た
づ
子
（
伊
　
友
　
1
７
６
８
―
３
０
５
８
）

小

堺

貞

男
（
松
　
代
　
1
５
９
７
―
３
４
６
３
）

重

野

和

子
（
下
鰕
池
　
1
５
９
６
―
２
２
０
３
）

阿
部
三
代
継
（
東
枯
木
又
1
７
５
９
―
２
２
０
７
）

児

玉

孝

夫
（
稲
　
葉
　
1
７
５
７
―
６
６
１
７
）

南

雲

宗

司
（
程
　
島
　
1
７
６
３
―
２
６
３
６
）

●問合せ●
農業委員会事務局
1757-3111
（内線342）

地
域
農
業
の
相
談
は

47
人
の
新
農
業
委
員
へ

十
日
町
市
の
新
農
業
委
員
47
人
を
紹
介
し
ま
す

十日町市の
面積が
変更に
なります

十
日
町
市
の
面
積
が
変
更
に
な
り
、

現
在
よ
り
も
２
・
15
h
減
少
し
ま
す
。

変
更
事
由

昭
和
60
年
の
旧
松
代
町
と
旧
高
柳
町

で
の
境
界
変
更
に
か
か
わ
る
錯
誤
を
、

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
に
お
い
て
最

新
の
地
形
図
で
再
計
測
し
、
訂
正
を
行

っ
た
た
め

問
合
せ

総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

1
７
５
７
│
３
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

変更後の市の面積

589.92km２
※変更前 592.07h

面積変更の基準日 ８月１日b

梅雨前線に伴う集中豪雨が６月28日Cに上越・中越地方を襲い、十日町市で

も多くの被害が発生しました。市内の被害状況をお知らせします。

避難勧告　　１世帯（鶴吉・７月４日b正午解除）

住　　家 一部損壊１棟、床下浸水３棟

非 住 家 床下浸水１棟

一般道路（市道） 崩土172か所、路肩欠壊49か所、

その他26か所

農　　道 崩土61か所、路肩欠壊44か所、

その他２か所

林　　道 崩土14か所、路肩欠壊15か所

河川（普通河川） 河道閉塞による溢水４か所、

護岸欠壊15か所、崩土閉塞４か所

農業用水路　水路欠壊１か所、崩土閉塞15か所

砂防施設　　土砂たい積１か所、堤体下部漏水１か所

田 流失0.2ヘクタール、埋没6.4ヘクター

ル、冠水3.1ヘクタール

畑 埋没0.2ヘクタール

土砂崩れ ５か所

地すべり ３か所

農林水産業施設被害 ２億1,380万円

公共土木施設被害（県関係事業含む）

７億2,600万円

農産物被害 5,338万円

（７月15日f現在）

十日町市の
面積が
変更に
なります
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

松
代
地
区
の
千
年

ち
と
せ

か
ら
松
之
山
の
大
荒

戸
へ
向
か
う
途
中
の
傍
ら
に
、
珍
し
い
山

小
屋
が
見
え
た
の
で
撮
影
し
ま
し
た
。
こ

う
い
う
山
小
屋
は
、
一
昔
前
に
は
ど
こ
に

で
も
見
ら
れ
た
も
の
で
す
。
私
も
千
年
に

生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、
兄
夫
婦
の
手
伝
い

で
山
（
野
良
）
仕
事
を
し
た
と
き
に
は
、

こ
う
い
う
山
小
屋
で
昼
飯
や
中
ち
ゅ
う

飯は
ん

を
食
い
、

昼
寝
も
し
た
も
の
で
、
と
て
も
懐
か
し
く

思
い
ま
す
。

杉
の
太
い
枯
れ
枝
を
組
み
、
茅か

や

で
覆
っ

て
結
び
組
ん
だ
だ
け
の
造
り
で
す
が
、
雨

を
避
け
、
農
機
具
の
保
管
も
で
き
て
、
昔

は
遠
い
山
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
し
た
。
最
近
は
立
派
な
建
築
材
で
ト
タ

ン
葺ぶ

き
の
山
小
屋
が
主
流
に
な
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
様
式
の
山
小
屋
は
見
か
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
文
化
遺
産
の

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

ほくほく線まつだい駅から上越方面へ車で15分、蒲生

（かもう）―名平（なびろ）集落間に早稲田大学校外施設

はあります。名平集落の入り口に差し掛かると、青々とし

た芝生がまぶしいグラウンドが目に留まり、小高い丘の上

には辺りのブナ林に同調するかのように閑静な「早稲田大

学松代セミナーハウス」がたたずみます。

昭和54年、廃校となっていた旧山平中学校の跡地を早

稲田大学が買い受け、同大学の校外施設として建て替えら

れました。これをきっかけに同大学と旧松代町との交流が

始まり、年間を通じてゼミや部活動の合宿などでにぎわい

ます。また、地域とのかかわりを大事にしようと、松代科

学実験教室の開講や冬季の雪掘りボ

ランティア活動

を通して、地域

の子どもたちや

お年寄りにも親し

まれる交流拠点に

なっています。

山
小
屋

蒲生―名平

早稲田大学校外施設

「
地
球
が
誕
生
し
て
か
ら
約
46
億
年
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
地
球
は
想

像
に
あ
ま
る
長
い
年
月
を
重
ね
て
現
在
が

あ
る
の
で
す
」。早
稲
田
大
学
職
員
の
米
持

賢
治
さ
ん
の
言
葉
に
、
目
を
見
開
い
て
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
る
児
童
た
ち
…
。

６
月
27
日
b
、
早
稲
田
大
学
の
校
外
施

設
で
あ
る
旧
蒲
生
小
学
校
で
、
松
代
科
学

実
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室

は
、
松
代
地
域
と
早
稲
田
大
学
と
の
交
流

の
一
環
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
松
代
地
域
の
３
つ
の
小
学
校
の

５
・
６
年
生
児
童
た
ち
は
、
早
稲
田
大
学

教
育
学
部
地
球
科
学
教
室
の
講
師
や
学
生

の
指
導
の
も
と
、
金
づ
ち
と
タ
ガ
ネ
で
泥

岩
に
埋
も
れ
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
を

慎
重
に
掘
り
出
し
ま
し
た
。
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
の
化
石
は
、
同
学
部
の
学
生
が
３
か
月

も
の
間
、
北
海
道
三
笠
市
に
あ
る
白
亜
紀

（
１
億
年
く
ら
い
前
の
こ
ろ
）の
地
層
か
ら

採
掘
し
た
も
の
で
、
生
命
の
記
録
で
あ
る

化
石
を
調
べ
る
こ
と
で
地
球
の
歴
史
を
探

る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

教
室
に
参
加
し
た
相
沢
光
さ
ん
（
松
代

小
６
年
）
は
、「
ど
ん
な
の
が
出
て
く
る
か

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」
と
興
味
深
そ
う
に
金

づ
ち
で
岩
を
叩
い
て
い
ま
し
た
。
早
稲
田

大
学
の
米
持
さ
ん
は
、「
私
た
ち
の
専
門
分

野
で
、地
域
の
役
に
立
て
て
よ
か
っ
た
。こ

の
よ
う
な
交
流
を
通
し
て
、
科
学
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」と

交
流
に
は
せ
る
想
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
８
月
、
早
稲
田
大
学
構
内

で
理
工
学
部
が
主
催
す
る
科
学
実
験
教
室

「
ユ
ニ
・
ラ
ブ
」
に

参
加
し
ま
す
。

早
大
生
と
考
え
る
地
球
の
歴
史

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化
石
を
掘
り
出
せ
！

松
代
科
学
実
験
教
室

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら
（
ユ
ー
モ
ー

ル
２
階
）
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
地
元

の
星
好
き
な
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
運
営
委

員
会
を
設
置
し
運
営
し
て
い
ま
す
。
13
人

の
運
営
委
員
は
毎
月
、
手
づ
く
り
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
。
月
に
よ
っ
て
番
組
の
内

容
を
変
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
天
文
現
象
を
取

り
上
げ
る
の
で
い
つ
来
て
も
楽
し
め
、
星

の
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
は
、
四
季
を
テ
ー
マ
に
し
た
音
楽
や
話

題
の
曲
を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
で
き
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
味
わ
え
ま
す
。

委
員
の
一
人
、
山
崎
喜
久
一
郎
さ
ん

（
上
山
）
は
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

に
来
て
ほ
し
い
。
何
気
な
く
見
上
げ
た
星

空
に
う
か
ぶ
星
座
が
分
か
る
と
お
も
し
ろ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
12
回
観
賞
し
た
児

童
「
チ
ビ
ッ
コ
天
文
博
士
」
の
表
彰
が
、

今
年
も
７
月
９
日
g
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
渡
邉
瑞
季
さ
ん
（
山
崎
）、
根
津
樹

さ
ん
（
田
中
町
本
通
り
）、
佐
藤
智
尋
さ
ん

（
津
南
町
）
の
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

３
回
目
の
表
彰
を
受
け
た
渡
邉
さ
ん
は
、

「
星
の
話
が
お
も
し
ろ
い
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
好
き
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

●
問
合
せ

中
里
公
民
館

1
７
６
３
│
２
４
９
３

※
投
影
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
毎
月
25
日
号
の

お
知
ら
せ
・
ガ
イ
ド
に
掲
載
中
で
す

ド
ー
ム
中
里
き
☆

ら
○

ら
に

み
ん
な
集
ま
れ
！投影機の前でポーズ！

左から佐藤さん、根津さん、渡邉さん

森宮野原─湯沢間のバスは、十二峠トンネルの

開通・上越新幹線の開業を契機に、昭和58年４

月から運行されています。現在、１日４往復運行

されているこの路線は、平成16年度から国と県

の助成を受けています。しかし、助成を受けるた

めには、輸送量（利用度を表した数値）が一定以

上あることが条件です。

16年度は輸送量が16.４となっており、このま

ま利用客が減ると補助対象から外れる危険性があ

ります。国・県からの補助金がなくなると、５市

町（十日町市・津南町・湯沢町・塩沢町・長野県

栄村）で負担している金額が120万円相当から

800万円相当に増加します。

森宮野原─湯沢間のバス路線は、新幹線を利用

する大切な生活路線です。新幹線を利用する際は、

ぜひバスをご利用ください。また、親せきや知人

が当地を訪れるときは、バス利用をお願いしまし

ょう。

乗って残そう！�乗って残そう！�

清
津
山
の
会
は
、
登
山
な
ど
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
中
里
地
域
内
外
の
皆

さ
ん
を
メ
ン
バ
ー
に
持
つ
同
会
は
毎
年
初

夏
、
小
松
原
登
山
道
の
清
掃
を
目
的
に
登

山
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
７
月
３
日

a
、
一
般
参
加
者
を
含
め
29
人
が
空
き
缶

や
空
き
ビ
ン
な
ど
を
拾
い
、
登
山
道
な
ど

を
清
掃
し
ま
し
た
。

同
会
の
鈴
木
正
志
さ
ん
（
芋
川
）
は
、

「
山
の
物
を
持
ち
出
さ
な
い
、
山
に
ゴ
ミ

を
持
ち
込
ま
な
い
は
基
本
的
な
ル
ー
ル
。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
日
常
の
中
で
も
最
低

限
の
マ
ナ
ー
で
は
」
と
登
山
者
の
マ
ナ
ー

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

山
を
き
れ
い
に
！
さ
わ
や
か
な
登
山
を
！

〜
清
津
山
の
会
・
小
松
原
清
掃
ハ
イ
ク
〜

チ
ビ
ッ
コ
天
文
博
士
の
誕
生
！

満
天
の
星
！
満
点
の
ロ
マ
ン
！
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７月８日f、青年海外協力隊員の佐藤忍さん（十日町中学

校教諭・28歳）が市長室を訪れました。佐藤さんは、今年

度第１次隊員としてアフリカ・ニジェールに派遣されるのを

前に、出発のあいさつを兼ねて市長を表敬訪問したもの。

「長年の夢がかなってうれしいです。ニジェールでは中学

生に体育を教える予定ですが、この国では小学校に体育の授

業がないため、まずマナーやしつけから始めて運動の楽しさ

を伝えたいと思います」と佐藤さんが決意を語ると、田口市

長は「１年９か月後、ここで同じ元気な顔を見せてください」

と激励し、二人は再会を約束して固い握手を交わしました。

７
月
１
日
f
、
松
之
山
体
育
館
で
第
18
回
な

が
な
わ
と
び
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
・

中
学
校
、
高
校
、
地
域
や
職
場
の
仲
間
で
12
人

の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
ど
れ
だ
け
多
く
飛
べ
る

か
を
競
う
も
の
で
す
。
今
年
は
18
チ
ー
ム
・
約

２
５
０
人
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
選
手
全
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
ジ
ャ
ン

プ
し
た
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝：

藤
日
会
（
95
回
）
、
準
優
勝：

大
欅
チ

ー
ム
（
74
回
）、
３
位：

浦
田
っ
子
Ａ
（
56
回
）、

ジ
ャ
ン
プ
賞
（
予
選
１
回
戦
で
最
多
回
数
を
跳

ん
だ
チ
ー
ム
）：

大
欅
チ
ー
ム
（
64
回
）

青年海外協力隊・佐藤さんが表敬訪問

また会えたね！なかさと交流

心
を
ひ
と
つ
に
ジ
ャ
ン
プ

二
千
年
蓮
を
絵
手
紙
で

tokamachi topics

７月15日f、十日町地区老人クラブ連合会主催の「長寿

大学、金婚・ダイヤモンド婚夫婦慶祝記念式典」が市民会館

で行われました。十日町地区では今年、20組のご夫婦がダ

イヤモンド婚（60周年）を、130組のご夫婦が金婚（50周

年）を迎えました。式典ではダイヤモンド婚代表の小林由弘

さん（水口）と金婚代表の上村宇一さん（新宮１）が喜びと

お礼の言葉を述べました。式典後は、前十日町病院長の室岡

寛さんによる「高齢者の健康」と題した講演が行われ、参加

者は真剣に耳を傾けていました。十日町地区老連では来年度

の市内統一開催に向け、今後検討していく予定です。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
公
開
ケ
ー
ス
研

究
会
が
７
月
14
日
e
に
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築

こ
う
と
、
十
日
町
・
津
南
地
区
保
護
司
会
が
実

施
し
た
も
の
で
す
。
「
ま
じ
め
の
一
歩
」
が
テ

ー
マ
の
研
究
会
で
は
、
最
初
に
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
。

続
い
て
、
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
に
ど
う

対
応
す
れ
ば
良
い
か
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
討
議
し
、
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。
最
後

は
、
新
潟
保
護
観
察
所
の
田
中
保
護
観
察
官
が

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

祝金婚・ダイヤモンド婚

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

７月７日e～10日aの４日間、中里支所管内の小学生20人が沖縄

県久米島町を訪れ、「なかさと」の交流を深めました。同名市町村と

いうことから交流がスタートし、今年で15年目。現在はお互いに他

市町村と合併し、自治体の名称は変わったものの、今まで培ってきた

交流を継続しようと今年度も実施しました。

今年２月に中里村を訪れ、友だちとなった久米島町の小学生の自宅

に、今度はこちらがホームスティ。５か月ぶりの再会でしたが、友情

は消えていませんでした。参加した南雲貴光さん（貝野小６年）は

「２月から３回文通をしていた。いっしょになまこを取ったりバーベ

キューをしたりして楽しかった」と友情を深めた様子でした。

ミオンなかさと入場者300万人達成

７月７日e、宮中の温泉施設ミオンなかさとの入場者数が300万人

に達しました。平成８年の開業以来、８年と355日での達成です。

記念すべき300万人目となったのは、桑原篤さん（田代・19歳）。

桑原さんには、田口市長から記念品と花束が手渡されました。桑原さ

んは、「今日は友だちと３人で来ましたが本当にラッキーでした。ミ

オンには、月５～６回は来ます。なんといっても家から近く、サウナ

と浴室が広いところが魅力です」と見事300万人目となった感想を話

しました。ミオンなかさとを運営する㈱なかさとの鈴木邦俊専務は、

「300万人は我々の大きな自信となるので、これからも400万人、

500万人に向けて頑張っていきたい」と今後の抱負を語りました。

７
月
14
日
e
、
二
ツ
屋
の
弁
天
池
で
六
箇
小

学
校
の
絵
手
紙
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
雪

で
開
花
が
遅
れ
て
い
る
二
千
年
蓮
で
す
が
、
こ

の
日
は
今
年
初
め
て
３
つ
花
が
開
き
ま
し
た
。

全
校
児
童
23
人
は
、
講
師
か
ら
絵
手
紙
の
指
導

を
受
け
た
後
、
池
の
周
り
に
散
ら
ば
り
、
蓮
の

花
や
鯉
、
昆
虫
な
ど
を
題
材
に
絵
手
紙
を
描
き

ま
し
た
。
参
加
し
た
福
崎
健
太
さ
ん
（
５
年
）

は
、
「
毎
年
や
っ
て
い
る
け
ど
お
も
し
ろ
い
で

す
。
写
生
と
違
う
色
の
ぬ
り
方
が
お
も
し
ろ
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
二
千
年

蓮
は
今
月
末
が
見
ご
ろ
に
な
り
そ
う
で
す
。
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７月17日a、のぞみの郷
さと

・新
にい

墾
はり

会
かい

の10周年記念講演会が

ベルナティオフォーラムセンターで開催されました。新墾会

は、地域とリゾートとの共生を目指して平成６年に結成され

た団体です。昨年10月に10周年記念式典を計画していまし

たが、中越大震災のため９か月遅れての開催となりました。

「生き延びる地域づくり」と題した講演会は、福島県飯舘

村長の菅野典雄さんを講師に迎えて行われました。参加者は、

飯舘村で起こった事例を一つひとつ踏まえながら、女性が地

域社会に進出することで地域が変わることなどを熱心に聞い

ていました。

新墾会10周年記念講演会

松代小学校の６年生児童をメンバーとする「まつだい緑の

少年団」22人が７月９日g・10日aの２日間、東京都世田

谷区にある「みんなの森」で松代のブナの植樹を行いました。

世田谷区と旧松代町との交流10周年を記念して平成12年に

始められたこの活動も、今年で６年目になります。

以来、「ブナの成長は交流の証」と世田谷区千歳小学校の

児童たちが大切に育て、現在では立派に根を張って背丈も２

ｍほどに成長しました。植樹に参加した樋口真登香さんは、

「ブナの緑といっしょに、松代の新鮮な空気も届けられると

いいな」と根元の土をしっかりと踏み固めていました。

「
お
も
て
な
し
の
心
」
と
題
し
た
講
演
会
が

７
月
８
日
f
、
ク
ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
た
の
は
、
東
京
で
澤
の
屋
旅
館
を

営
む
観
光
カ
リ
ス
マ
、
旧
豊
栄
市
出
身
の
澤
功

さ
ん
で
す
。
澤
さ
ん
は
、
倒
れ
か
か
っ
た
客
室

数
12
室
の
小
さ
な
旅
館
を
、
積
極
的
に
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
で
は
毎
日
平

均
７
か
国
、
宿
泊
客
の
９
割
が
外
国
人
に
な
っ

た
と
い
う
実
体
験
を
基
に
話
を
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
実
際
に
下
町
の
家
族
旅
館
で
行
わ
れ

た
外
国
の
お
客
様
に
対
し
て
の
「
お
も
て
な
し

の
心
」
を
、
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ブナがとりもつ緑の交流

千二百年の歴史を刻む千手観音十七夜祭り

カ
リ
ス
マ
の
お
も
て
な
し

倉
俣
小
普
通
救
命
講
習

７月16日g、17日aに千手観音（伊友）の十七夜祭りが開かれ、

大勢の人出でにぎわいました。

今から1,200年以上も昔、征夷大将軍・坂上田村麻呂が東北遠征の

帰路、護持してきた京清水寺の本尊と姉妹仏の千手観音が夢枕に出て、

この地にとどまりたいと望んだことからここに安置された、という縁

起を持つ千手観音は、古くから武家や庶民の信仰を集めてきました。

特に、例大祭である十七夜祭りには近郷近在から老若男女が集まり、

着飾った馬の行列や草競馬などで大盛況だったといいます。

16日夜は、往時をほうふつさせるにぎわいで、浴衣に身を包んだ

子どもたちがあげる歓声が、露店が並ぶ参道にこだましていました。

夏
休
み
の
プ
ー
ル
開
放
を
前
に
、
７
月
５
日

c
・
10
日
a
の
両
日
、
倉
俣
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

対
象
と
し
た
普
通
救
命
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
倉
俣
小
の
ほ
ぼ
全
児
童
の
保
護
者
と
全

教
職
員
が
参
加
す
る
な
ど
、
救
命
講
習
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
は
相
当
な
も
の
。
子
ど
も
た
ち

の
命
を
預
か
る
と
あ
っ
て
表
情
は
真
剣
そ
の
も

の
で
し
た
。
講
習
の
中
に
は
、
昨
年
か
ら
一
般

市
民
で
も
使
用
が
可
能
と
な
っ
た
医
療
器
具

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）」
の
使
用

方
法
も
含
ま
れ
、
参
加
者
は
習
っ
た
ば
か
り
の

応
急
手
当
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

tokamachi topics

高齢者叙勲・大臣表彰おめでとうございます

永
年
の
地
方
自
治
進
展
の
た
め
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
佐
藤
勝
巳
さ
ん
が
叙
勲
に

輝
き
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
54
年

に
十
日
町
市
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

平
成
３
年
ま
で
３
期
12
年
に
わ
た
り
市
議

会
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
十
日
町
市
議
会
副
議
長
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
長
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
事

業
特
別
委
員
会
委
員
長
、
克
雪
対
策
特
別

委
員
会
副
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し

ま
し
た
。
昭
和
21
年
に
勲
六
等
を
受
賞
し

て
い
る
た
め
、
二
度
目
と
な
る
今
回
は
木

杯
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
「
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
盃
を
い
た
だ
け
る
そ
う
な
ん
で
、
真

剣
に
飲
ま
な
く
て
は
。
57
年
前
に
役
場
に

入
っ
た
と
き
に
手
が
け
た
水
沢
中
学
校
の

学
校
林
は
、
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
生

涯
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

佐 藤 勝 巳さん

（伊達４・88歳）

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
衛
生
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
た
業
績
に
対
し
て
、

村
山
徹
さ
ん
に
厚
生
労
働
大
臣
安
全
衛
生

推
進
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

村
山
さ
ん
は
昭
和
47
年
の
労
働
安
全
衛

生
法
施
行
後
、
建
設
災
害
防
止
十
日
町
分

会
の
安
全
指
導
者
に
就
任
し
、
平
成
17
年

ま
で
の
32
年
間
、
労
働
災
害
防
止
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
の
間
、
安
全
大
会
の
仕

組
み
を
整
え
、
十
日
町
管
内
２
、
１
４
２

日
連
続
無
死
亡
事
故
の
記
録
に
深
く
か
か

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
日
町
市
発
祥
の
、

安
全
性
を
重
視
し
た
「
足
場
先
行
工
法
」

の
普
及
・
定
着
に
尽
力
し
ま
し
た
。

村
山
さ
ん
は
、「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
は

自
分
で
も
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

い
か
に
し
て
自
分
た
ち
の
世
代
の
経
験
を

次
代
に
伝
え
、
労
働
災
害
を
無
く
し
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語

り
ま
し
た
。

村 山 徹さん

（下条４・62歳）

（
高
齢
者
叙
勲
）

瑞
宝
双
光
章

（
安
全
衛
生
推
進
賞
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

おめでとうございます

記
者
会
見
も
新
時
代
に

毎
月
１
回
開
催
さ
れ
る
十
日
町
記
者
ク

ラ
ブ
（
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
な
ど
加
盟
18

社
）
主
催
の
市
長
定
例
記
者
会
見
の
様
子

で
す
。

毎
回
、
市
長
ほ
か
と
記
者
の
間
で
真
剣

な
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
と
り
わ

け
ニ
ュ
ー
ス
性
の
高
い
話
題
に
は
突
っ
込

ん
だ
質
問
や
議
論
が
展
開
さ
れ
、
緊
張
感

も
高
ま
り
ま
す
。
反
対
に
、
爆
笑
な
ん
て

こ
と
も
…
。

こ
の
日
の
会
見
後
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
臨

時
総
会
が
開
か
れ
、
新
た
な
加
盟
社
が
迎

え
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
合
併
効

果
？
で
、
新
し
い
目
で
新
し
い
市
を
見
つ

め
る
体
制
が
整
っ
た
よ
う
で
す
。
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仲
澤
拓
弥
さ
ん
│
│
何
か
や
る
と
き
は
、
ム
キ

に
な
る
ほ
ど
ク
ラ
ス
全
員
が
ま
と
ま
り
ま
す
。

ベ
ル
マ
ー
ク
集
め
で
は
校
内
１
位
だ
っ
た
し
、

マ
ス
ク
忘
れ
０
も
現
在
継
続
中
で
す
。
と
に
か

く
十
日
町
中
学
校
１
の
ク
ラ
ス
で
す
。
将
来
、

同
窓
会
で
集
ま
っ
た
と
き
に
再
会
を
喜
び
合
え

る
よ
う
、
36
人
が
３
年
１
組
で
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て
、
卒

業
ま
で
走
り
続
け
ま
す
。

廣
田
公
生
先
生
│
│
生
徒
は
反
応
が
良
く
、
担

任
を
し
て
い
て
楽
し
い
で
す
。
周
り
を
見
て
い

る
の
で
、
問
題
点
を
よ
く
見
つ
け
ま
す
。
一
つ

の
こ
と
に
対
し
て
、
悩
む
と
き
は
み
ん
な
で
悩

も
う
と
し
ま
す
ね
。
た
だ
し
、
集
中
力
が
継
続

し
な
い
の
が
欠
点
。
で
も
、
卒
業
式
に
は
満
足

し
た
笑
顔
で
校
門
を
出
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
ん

な
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
自
分
も
含
め
全
員
が
到

着
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

十日町中学校３年１組 1

明るく元気があり、男女の仲が良い３年１組。

校内行事などでは、クラスが一気にまとまりま

す。地震で中止になった去年の合唱コンクール、

やっていれば絶対優勝していたはずだとか…。

学級目標は「ダッチ団結36心超合体」。先生

を入れて36人の友だちが一致団結し、心を合

わせて何ごとにも取り組んでいます。

信
濃
川
に
架
か
る
姿
橋
を
渡
る
と
姿
、
続

い
て
安
養
寺
と
な
り
、
新
屋
敷
、
本
屋
敷
、

堀
之
内
、
宮
中
と
続
き
ま
す
。
こ
の
６
集
落

は
旧
貝
野
村
で
し
た
が
、
昭
和
31
年
に
新
屋

敷
・
本
屋
敷
・
堀
之
内
・
宮
中
集
落
は
分
村

合
併
に
よ
り
旧
中
里
村
と
合
併
し
ま
し
た
。

宮
中
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所
宮

中
取
水
口
操
作
所
が
あ
り
、
２
本
の
導
水
路

ト
ン
ネ
ル
で
千
手
地
区
の
発
電
所
と
小
千
谷

市
の
発
電
所
へ
送
っ
て
い
ま
す
。
鷹
の
巣
ダ

ム
は
景
色
が
よ
く
、
黄
桜
が
あ
る
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
黄
桜
の
丘
は
、
地

区
の
人
た
ち
を
は
じ
め
和
歌
を
愛
す
る
人
に

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
に
は
君

妻
有
短
歌
会
が
「
信
濃
川
慕
」
と
い
う
歌
碑

を
建
立
し
た
文
化
の
香
り
高
い
丘
で
す
。
こ

う
し
た
丘
の
風
情
を
生
か
し
、
毎
年
４
月
に

短
歌
発
表
会
を
取
り
入
れ
た
「
黄
桜
の
丘
桜

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
場
整
備
に
伴
い
、
平
成
11
年
度
に
発
掘

調
査
さ
れ
た
久く

保ぼ

寺で
ら

南
み
な
み

遺
跡
（
堀
之
内
）
で

は
、
約
１
万
３
、
０
０
０
年
前
の
縄
文
時
代

草
創
期
の
隆

り
ゅ
う

起き

線せ
ん

文も
ん

土
器
や
石い

し

槍や
り

、
有ゆ

う

溝こ
う

砥と

石い
し

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
特
に
隆
起
線

文
土
器
は
２
個
体
復
元
さ
れ
、
県
内
で
は
ほ

か
に
干
溝
遺
跡
（
干
溝
）
の
１
個
体
し
か
復

元
例
が
な
く
、
全
国
的
に
も
非
常
に
貴
重
な

遺
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
島
遺
跡

（
宮
中
）
や
内
後
遺
跡
（
堀
之
内
）
か
ら
は

約
４
、
０
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
後
期
の
土

器
や
石
器
が
大
量
に
出
土
し
ま
し
た
。

信
濃
川
沿
い
に
は
、
河
川
敷
公
園
「
ミ
オ

ン
の
森
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
大
地
の

芸
術
祭
で
発
表
さ
れ
た
作
品
が
あ
り
、
公
園

内
の
花
壇
は
地
区
振
興
会
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
は
入
館
者
３
０
０
万

人
を
超
え
た
温
泉
総
合
保
養
施
設
「
ミ
オ
ン

な
か
さ
と
」
が
あ
り
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、

地
元
の
人
た
ち
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

2

・新屋敷
・本屋敷
・堀之内
・宮　中

貝野地区
（旧中里村）

イベントのステージとして活用
されている「星の広場」

ポ
パ
イ
の
も
ず
く
？

合
併
で
新
十
日
町
市
が
誕
生
し
て

か
ら
も
う
す
ぐ
４
か
月
、
私
が
市
長

の
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら

間
も
な
く
３
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
合
併
に
伴
う
市
政
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
対
応
や
会
議
、
旧
５

市
町
村
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
、
出

張
な
ど
で
毎
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
い

っ
ぱ
い
で
、
な
か
な
か
落
ち
着
く
時

間
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま

す
。
広
大
な
市
域
を
ゆ
っ
く
り
ま
わ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
思
う
に

任
せ
ず
、
と
り
わ
け
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
お
声
が
け
や
お
誘
い
に
こ
た
え

ら
れ
な
い
こ
と
を
、
本
当
に
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「
忙
中
閑
あ
り
」
と
よ
く
言
い
ま

す
が
、
ど
ん
な
に
忙
し
い
と
き
で
も

ど
こ
か
で
「
ほ
っ
」
と
気
を
抜
い
た

り
、
「
こ
れ
を
す
る
と
疲
れ
を
忘
れ

る
」
も
の
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

私
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
す
こ

と
が
一
番
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
で
す
。

特
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
男
女
・
年

齢
の
別
な
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
大
好
き
で
す
。
た
だ
、
こ
れ

も
近
ご
ろ
は
時
間
が
取
れ
な
く
て
サ

ボ
リ
気
味
で
す
。
皆
さ
ん
ご
め
ん
な

さ
い
。

目
下
の
楽
し
み
は
、
３
年
前
か
ら

作
り
始
め
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

手
入
れ
を
す
る
こ
と
と
、
毎
朝
一
粒

ず
つ
熟
し
た
実
を
口
に
入
れ
る
こ
と

で
す
。
甘
酸
っ
ぱ
く
香
り
高
い
こ
の

果
実
は
、
一
日
の
活
力
を
引
き
出
し

て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
う
そ
う
、
食
べ
物
で
言
え
ば
と

っ
て
お
き
の
活
力
源
が
あ
り
ま
す
。

妻
の
実
家
（
柏
崎
市
）
か
ら
届
く
「
も

ず
く
」
で
す
。
こ
の
も
ず
く
は
、
シ

ャ
キ
シ
ャ
キ
と
歯
ご
た
え
が
強
く
、

味
も
香
り
も
抜
群
で
す
。
自
家
採
取

で
少
し
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
に

と
っ
て
は「
ポ
パ
イ
の
ほ
う
れ
ん
草
」

の
よ
う
な
存
在
で
す
。

「
十
日
町
市
」
に
も
こ
う
い
う
も

の
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
い
や
、

み
ん
な
で
育
て
ま
し
ょ
う
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
、

市
之
越
の
村
は
ず
れ
の
山
に
、
大

き
な
石
に
乗
っ
て
神
様
が
天
か
ら

降
り
て
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
夕
飯
ど
き
で
　
市

之
越
の
人
た
ち
は
み
ん
な
〝
ご
っ

つ
ぉ
〞
を
食
べ
な
が
ら
家
の
中
で

〝
じ
ょ
ん
の
び
〞
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら

〝
ご
ー
ご
ー
〞
と
も
の
す
ご
い
音

が
し
て
猛
烈
な
風
が
吹
い
て
き
ま

し
た
。「
化
け
も
ん
が
出
た
」「
ゴ

ジ
ラ
だ
」
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
」
と
み
ん

な
が
恐
れ
お
の
の
き
、
子
ど
も
た

ち
は
泣
き
叫
び
ま
し
た
。
ど
の
家

も
戸
や
窓
を
し
っ
か
り
閉
め
て
、

家
族
み
ん
な
が
抱
き
合
っ
て
眠
れ

ぬ
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夜
が
明
け
る
と
、
村
人
た
ち
は

昨
夜
の
音
が
し
た
山
の
方
に
行
っ

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
山
の
中

に
今
ま
で
な
か
っ
た
大
き
な
石
が

あ
り
、
そ
の
上
に
〝
お
っ
か
な
げ
〞

な
神
様
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
村

人
が
お
そ
る
お
そ
る
神
様
の
名
前

を
尋
ね
る
と
、
「
ボ
ン
テ
ン
」
と

答
え
ま
し
た
。「
梵
天
様
！
」「
こ

ら
ご
ー
ぎ
の
神
様
だ
」
と
村
の
衆

は
大
騒
ぎ
し
、
村
に
案
内
し
て
も

て
な
し
ま
し
た
。
す
る
と
梵
天
様

は
村
の
衆
に
い
ろ
い
ろ
役
に
立
つ

知
恵
を
授
け
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
姿
が

見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
村
の
人

た
ち
は
悲
し
が
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
市
之
越
で
は
良
い
こ
と
が

重
な
り
村
は
豊
か
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
村
の
衆
は
「
梵
天
様
の

お
か
げ
だ
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

何
百
年
か
後
の
こ
と
、
「
あ
り

が
て
梵
天
様
が
乗
っ
て
き
た
石
を

あ
っ
け
の
山
ん
中
に
置
か
ん
は
も

っ
た
い
ね
」
と
、
み
ん
な
で
大
き

な
ソ
リ
に
乗
せ
て
村
の
高
台
ま
で

引
っ
ぱ
っ
て
き
ま
し
た
。
石
の
形

が
船
に
似
て
い
て
真
ん
中
が
く
ぼ

ん
で
い
る
の
で
、
「
船
石
」
と
名

付
け
、
そ
れ
か
ら
毎
年
、
梵
天
様

が
降
り
て
き
た
日
に
お
祭
り
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
石
の
く
ぼ

み
に
た
ま
っ
た
水
は
、
ど
ん
な
に

日
照
り
が
続
い
て
も
絶
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
水
を
地
面

に
注
ぐ
と
こ
ん
こ
ん
と
水
が
わ
い

て
き
た
の
で
村
の
衆
は
池
を
作
り

ま
し
た
。
そ
し
て
池
の
水
を
引
い

て
新
し
い
田
ん
ぼ
を
作
り
、
村
は

ま
す
ま
す
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

船
石
と
池
は
今
も
豊
か
な
水
を

た
た
え
、
人
の
心
と
稲
田
を
う
る

お
し
て
い
ま
す
。

「
船
石
」
の
巻

（
市
之
越
）

〈
一
〉

その１
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講
演
会
（
絵
本
が
む
す
ぶ
親
子
の

き
ず
な
）
●
日
時
＝
８
月
18
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
８
月

20
日
g
午
後
３
時
〜
４
時
●
会
場
＝

情
報
館
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
７

５
０
│
５
１
０
０
）

赤
ち
ゃ
ん
が
か
む
力
を
つ
け
る
食

べ
さ
せ
方
や
簡
単
離
乳
食
講
習
、
個

別
相
談
で
す
。
●
日
時
＝
８
月
２
日

c
午
前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
十
日

町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
健
康

支
援
課
母
子
保
健
係
（
内
線
１
２
１
）

●
日
時
＝
毎
週
日
曜
日
午
前
11
時
〜

11
時
45
分
●
会
場
＝
ド
ー
ム
中
里
き

☆
ら™

ら
（
ユ
ー
モ
ー
ル
２
階
）
●

入
場
料
＝
大
人
２
０
０
円
、
中
学
生

以
下
１
０
０
円
●
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＝
８
月
21
日
a
午

後
７
時
〜
●
問
合
せ
＝
中
里
公
民
館

（
1
７
６
３
│
２
４
９
３
）

終
戦
60
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、

新
十
日
町
市
と
し
て
初
め
て
の
開
催

で
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
●
日
時

＝
８
月
６
日
g
午
前
８
時
〜
●
会
場

＝
キ
ナ
ー
レ
平
和
の
火
前
●
参
加
費

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
原
水
爆
禁
止
十

日
町
市
協
議
会
事
務
局
（
市
民
生
活

課
防
災
安
全
係
内
、
内
線
１
５
１
）

今
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ

っ
て
60
年
目
。
敗
戦
で
物
不
足
が
続

い
た
戦
後
、
戦
時
体
制
か
ら
解
放
さ

れ
た
無
秩
序
と
も
言
え
る
自
由
な
雰

囲
気
の
中
で
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に

雑
誌
が
創
刊
さ
れ
て
は
消
え
て
い
き

ま
し
た
。
カ
ス
ト
リ
雑
誌
と
呼
ば
れ

た
当
時
の
雑
誌
を
、
西
潟
浩
平
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
公
開
し
ま
す
。
●
日

時
＝
８
月
９
日
c
〜
21
日
a
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
博
物
館
●

入
場
料
＝
２
０
０
円
●
問
合
せ
＝
博

物
館
（
1
７
５
７
│
５
５
３
１
）

博
物
館
無
料
公
開

●
日
時
＝
８
月
13
日
g
〜
15
日
b
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

中
学
生
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

感
じ
た
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を

発
表
し
ま
す
。
●
日
時
＝
８
月
11
日

e
午
後
１
時
30
分
〜
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

愛
・
地
球
博
の
イ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ

ル
デ
ー
に
派
遣
さ
れ
た
仮
面
舞
踊
グ

ル
ー
プ
の
舞
い
を
イ
ン
ド
大
使
館
の

協
力
に
よ
り
特
別
公
開
し
ま
す
。
●

日
時
＝
８
月
１
日
b
午
後
７
時
〜
●

会
場
＝
ユ
ー
モ
ー
ル
●
入
場
料
＝

１
、
０
０
０
円
（
当
日
１
、
５
０
０

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

す
く
す
く
教
室

〜
簡
単
離
乳
食
と
育
児
〜

終
戦
60
周
年
記
念
企
画
展

カ
ス
ト
リ
雑
誌
・

戦
後
出
版
文
化
の
一
断
面

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
定
期
投
影

わ
た
し
の
主
張
05

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

円
）
※
高
校
生
以
下
無
料
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
印
交
流
を

盛
り
上
げ
る
会
（
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術

館
内
1
７
５
２
│
２
３
９
７
）

楽
し
い
催
し
物
や
各
種
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
も
募
集
中
で
す
。
●
日
時
＝

８
月
６
日
g
午
後
５
時
〜
10
時
●
会

場
＝
コ
モ
通
り
歩
行
者
天
国
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
山
商
店
・
鈴
木

（
1
７
５
２
│
２
１
９
１
）

川
に
親
し
み
、
川
の
恵
み
を
知
る

渓
流
釣
り
教
室
で
す
。
イ
ワ
ナ
や
ヤ

マ
メ
、
ニ
ジ
マ
ス
を
釣
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
８
月
７
日
a
午
前

９
時
〜
正
午
●
会
場
＝
稲
荷
川
（
ゆ

く
ら
妻
有
水
辺
公
園
内
）
●
対
象
＝

小
・
中
学
生
と
一
般
釣
り
初
心
者
●

定
員
＝
先
着
１
０
０
人
●
参
加
費
＝

小
・
中
学
生
無
料
、
高
校
生
以
上
１
、

０
０
０
円
（
当
日
徴
収
、
傷
害
保
険

料
含
む
）
●
講
師
＝
県
渓
流
協
議
会

派
遣
指
導
者
ほ
か
●
そ
の
他
＝
用
具

持
参
、
え
さ
や
仕
掛
け
は
現
地
販
売

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
中
魚
沼
漁
業

協
同
組
合
（
1
７
６
３
│
３
０
１
２
）

大
地
の
芸
術
祭
で
お
な
じ
み
の
か

え
っ
こ
シ
ョ
ッ
プ
が
今
年
の
夏
、
一

日
だ
け
よ
み
が
え
る
。
当
日
か
え
っ

こ
す
る
お
も
ち
ゃ
や
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
中
学
生
・
高
校
生
も
募
集

中
で
す
。
●
日
時
＝
８
月
７
日
a
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
●
会
場
＝
キ
ナ

ー
レ
●
問
合
せ
＝
加
賀
書
院
（
1
７

５
２
│
２
１
１
４
）

全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
震
災

や
豪
雪
に
対
す
る
激
励
・
励
ま
し
の

絵
手
紙
を
展
示
し
ま
す
。
●
期
間
＝

８
月
５
日
f
〜
21
日
a
●
会
場
＝
十

日
町
駅
地
下
道
●
問
合
せ
＝
桑
原
昭

夫
（
1
７
５
７
│
５
３
７
３
）

第
60
回
山
形
県
総
合
美
術
展
開
催

中
の
山
形
美
術
館
（
山
形
市
）
と
上

杉
神
社
稽
照
殿
（
米
沢
市
）
を
巡
り

ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
４
日
a
午
前

６
時
〜
午
後
８
時
●
定
員
＝
先
着
80

人
●
参
加
費
＝
１
０
、０
０
０
円（
当

日
徴
収
）
●
申
込
み
＝
８
月
15
日
b

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
同
じ
バ
ス
に
乗
り

た
い
人
の
名
前
を
書
い
た
は
が
き
を

中
央
公
民
館
（
〒
９
４
８
│
０
０
２

２
学
校
町
１
「
美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

係
」）に
提
出
●
問
合
せ
＝
市
芸
術
協

会
事
業
部
・
宮
沢
健
二
（
1
０
９
０

│
９
６
３
０
│
４
９
４
６
）

●
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
●
参
加
費
＝
一
人
５
０
０
円
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
12
日
f
ま
で

に
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
1
７
５
７
│
１
９
８
７
）

【
夏
休
み
！
親
子
で
楽
し
む
手
づ
く

り
パ
ン
教
室
】

あ
っ
つ
あ
つ
カ
レ
ー
パ
ン
や
フ
レ

ン
チ
ド
ー
ナ
ッ
ツ
、
夏
野
菜
た
っ
ぷ

り
ポ
ト
フ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム

な
ど
を
作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
８
月

19
日
f
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

●
定
員
＝
親
子
６
組
12
人
（
申
込
多

数
の
場
合
抽
選
）

【
食
欲
を
取
り
戻
す
中
華
！
】

冬
瓜
と
ク
コ
の
実
の
ス
ー
プ
や
酢

豚
、
マ
ス
カ
ッ
ト
の
杏
仁
豆
腐
な
ど

を
作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
８
月
20
日

g
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
●
定

員
＝
12
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

十
日
町
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

10
月
に
北
陸
信
越
の
商
工
会
議
所
青

年
部
員
が
集
ま
る
大
会
で
展
示
す
る

中
越
大
震
災
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
＝
被
害
状
況
や
復
興
な
ど

●
展
示
期
間
＝
10
月
16
日
a
〜
22
日

g
●
展
示
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
応
募

方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と

撮
影
日
・
場
所
・
状
況
を
付
記
し
て
、

プ
リ
ン
ト
写
真
は
Ｌ
判
以
上
（
四
ツ

切
以
下
）、
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
デ
ー

タ
を
保
存
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

ク
や
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
を
提
出
※

郵
送
・
メ
ー
ル
可
●
応
募
締
切
り
＝

８
月
22
日
b
（
当
日
消
印
有
効
）
●

注
意
事
項
＝
①
応
募
は
一
人
５
点
ま

で
②
応
募
写
真
や
フ
ロ
ッ
ピ
ー
な
ど

は
返
却
し
な
い
③
応
募
多
数
の
場
合
、

す
べ
て
の
写
真
を
展
示
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
商
工
会
議
所
青
年
部
北
陸
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
十
日
町
大
会
事
務
局

（
〒
９
４
８
│
０
０
０
３
本
町
６
│

１
ク
ロ
ス
10
十
日
町
商
工
会
議
所
内

1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

無
料
体
験
も
随
時
受
付
中
で
す
。

●
対
象
＝
保
育
園
年
中
園
児
〜
小
学

３
年
生
●
ク
ラ
ス
＝
キ
ッ
ズ
（
保
育

園
児
・
小
学
１
年
生
）
、
ジ
ュ
ニ
ア

（
小
学
２
・
３
年
生
）
●
練
習
日
時
＝

毎
週
金
曜
日
午
後
４
時
30
分
〜
５
時

30
分
●
会
場
＝
総
合
体
育
館
●
会
費

＝
入
会
費
５
、
０
０
０
円
、
月
会
費

５
、０
０
０
円
、ス
ポ
ー
ツ
保
険（
年
）

５
０
０
円
●
講
師
＝
新
潟
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー

ル
コ
ー
チ
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
㈱

新
潟
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
普

及
活
動
部
（
1
０
２
５
│
２
２
５
│

０
０
０
５
）

●
応
募
資
格
＝
十
日
町
市
・
津
南
町

に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
個
人
や
グ

ル
ー
プ
●
募
集
作
品
＝
地
場
産
な
め

こ
を
使
い
、
季
節
に
と
ら
わ
れ
ず
い

つ
で
も
食
べ
ら
れ
、
な
め
こ
の
イ
メ

ー
ジ
を
一
新
す
る
よ
う
な
料
理
、
簡

単
な
料
理
方
法
で
彩
り
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
良
い
も
の
※
分
量
・
経
費
は

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

十
日
町
校
生
徒
募
集

市内の公共の湯８施設の共通入浴券を発売しま

す。家族で湯めぐりするも良し、仲間同士で楽しみ

ながら回るも良し。プレゼントとして利用しても、

喜ばれること間違いなしです。ぜひご利用ください。

対象施設 越後妻有交流館キナーレ「明石の湯」、

千手温泉「千年の湯」、やすらぎの宿「松葉荘」、

まつだい芝峠温泉「雲海」、松之山温泉センター

「鷹の湯」、兎口温泉「翠の湯」、宮中温泉「ミオ

ンなかさと」、倉俣温泉「ゆくら妻有」

料金・数量 10枚つづり4,000円・5,000セット

発売期日 ８月１日b

利用期間 ８月１日～18年３月31日

販 売 所 対象８施設、クロス10、ひだまりプ

ール、ラピーヌ雪街道、おみやげ処ふるさと、お

さあ、公共の湯をまわろう！

全８温泉湯めぐりスタンプラリー

問合せ とおかまち湯めぐり実行委員会（市観光交流課内）1757-3100

新十日町市誕生記念・震災復興祈念

公共の湯（８施設）共通入浴券発売！

共通入浴券発売を記念してスタンプラリーを開催

します。全８温泉めぐりを達成した人全員に記念品

をプレゼント。ほかにも抽選で豪華賞品が当たりま

す。さあ、公共の湯めぐりに出かけましょう！

開催期間 ８月１日～18年３月31日

賞品（全８温泉達成者）

・全員に、最終利用温泉施設の記念品をプレゼント

・抽選で、特等・湯めぐり賞・施設賞をプレゼント

特　等（２人）：全８温泉利用可能年間入浴券

湯めぐり賞（10人）：全８温泉ペア入浴券

施設賞（80人）：全８温泉各施設の賞品

ふくろ館、希望館、ほっくほく何でも案内所

震
災
・
豪
雪
激
励
絵
手
紙
展

第
15
回
美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

中
越
大
震
災
写
真
展

展
示
写
真
募
集

イ
ン
ド
文
化
庁
派
遣

仮
面
舞
踊
セ
ラ
イ
ケ
ラ
の

チ
ョ
ウ
公
演

第
51
回
原
水
爆
禁
止

十
日
町
市
民
大
会

第
22
回
お
か
め
市

ゆ
か
た
で
お
い
で
よ

コ
モ
通
り
夏
祭
り

か
え
っ
こ
シ
ョ
ッ
プ

第
２
回
渓
流
釣
り
教
室

な
め
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

問合せ　スポーツ振興課1757-4377

※詳細はホームページでチェック！

▲期間　８月１日B～６日G

▲会場　クロアチアピッチ

▲宿泊　ベルナティオ

アルビレックス新潟
十日町市キャンプ

新十日町市誕生記念・震災復興祈念

公共の湯（８施設）共通入浴券発売！
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

４
人
分
で
２
、
０
０
０
円
以
内
●
審

査
＝
①
書
類
審
査
（
専
門
家
が
７
点

選
考
）
②
実
演
（
応
募
者
が
実
演
）

●
表
彰
＝
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
・
ア
イ
デ
ア
賞
・
努
力
賞
各
２
点

※
賞
品
は
県
産
き
の
こ
セ
ッ
ト
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
31
日
d
ま
で

に
、
応
募
用
紙
（
申
込
先
に
配
置
）

と
完
成
品
の
写
真
を
十
日
町
地
域
振

興
局
農
業
振
興
部
普
及
課
（
1
７
５

７
│
５
２
１
４
）

●
募
集
作
品
＝
県
内
産
き
の
こ
を
使

い
、
お
い
し
く
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
ア

イ
デ
ア
が
斬
新
、
料
理
が
し
や
す
く
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
も
の
※
分

量
・
経
費
は
４
人
分
で
２
、
０
０
０

円
以
内
●
審
査
＝
①
書
類
審
査
（
専

門
家
が
８
点
選
考
）
②
実
演
（
応
募

者
が
実
演
）
●
表
彰
＝
最
優
秀
賞
１

点
（
全
国
大
会
推
薦
）、
優
秀
賞
・

ア
イ
デ
ア
賞
各
２
点
※
賞
品
は
県
産

き
の
こ
セ
ッ
ト
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
９
月
２
日
f
ま
で
に
、
提
案
書

と
完
成
品
の
写
真
を
県
農
林
水
産
部

食
品
・
流
通
課
消
費
拡
大
係
（
〒
９

５
０
│
８
５
７
０
1
０
２
５
│
２
８

５
│
５
５
１
１
）

7
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は

省
エ
ネ
に
関
す
る
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８

月
19
日
f
〜
９
月
30
日
f
に
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
本
部
（
〒
１
０

４
│
０
０
３
２
東
京
都
中
央
区
八
丁

堀
３
│
19
│
９
ジ
オ
八
丁
堀
1
０
３

│
５
５
４
３
│
３
０
１
３
）
へ
郵
送

省
エ
ネ
小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル

●
応
募
資
格
＝
高
校
生
以
上
●
内
容

＝
省
エ
ネ
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
思
う

こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
●
字
数

＝
２
、
０
０
０
字
〜
３
、
０
０
０
字

省
エ
ネ
実
践
コ
ン
ク
ー
ル

●
応
募
資
格
＝
小
学
生
以
上
●
内
容

＝
省
エ
ネ
ア
イ
デ
ア
や
省
エ
ネ
実
践

レ
ポ
ー
ト
●
応
募
規
定
＝
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.eccj.o

r.jp

/su
b
_0
4
.h
tm
l

）
で
確
認

ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
見
本
市
、
新
潟

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０
５
の
出
展

者
を
募
集
し
ま
す
。
●
日
時
＝
11
月

10
日
e
・
11
日
f
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
●
会
場
＝
新
潟
市
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
●
対
象
＝
新
潟
地
域
に
ビ
ジ

ネ
ス
提
案
す
る
企
業
、
新
潟
地
域
の

企
業
と
提
携
希
望
の
企
業
●
小
間
料

（
１
小
間
）
＝
10
万
５
、
０
０
０
円

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
26
日
f

ま
で
に
、
出
展
申
込
書
を
新
潟
ビ
ジ

ネ
ス
メ
ッ
セ
開
催
事
務
局
（
新
潟
市

産
業
企
画
課
内
1
０
２
５
│
２
２
７

│
１
３
３
８
）

●
日
時
＝
８
月
12
日
f
午
後
２
時
〜

４
時
●
会
場
＝
松
代
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
●
医
師
＝
須
賀
医
師
（
中

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で６月の３歳児健診を受けた子32人

よい歯の子 住 所　　保護者

中里支所で６月の３歳児健診を受けた子23人

むし歯のないよい歯の子

（荒　屋）

（荒　屋）

（干　溝）

（田沢本村）

（小　出）

毅

要

武司

孝幸

和人

樋 口 里
り

沙
さ

小 林 凛
りん

太
た

朗
ろう

小 林 美
み

紅
く

富 井 大
ひろ

翔
と

藤 ノ 木 麻
ま

衣
い

（大黒沢３）

（西本町１）

（五軒新田）

（美雪町1・

2）

（中条旭町）

（川治内後２）

（川治下町３）

（孕　石）

（新座4-1）

（本町7-2）

（春日町１）

（願　入）

（錦町１）

（春日町２）

（中条上町）

（土市１）

（土市１）

（上　原）

（上　原）

信司

諭

千代子

英司

信幸

寿幸

正喜

裕幸

誠

孝

良博

幸栄

雄一

泉

信行

尚樹

春貴

明

哲也

英輔

太 田 鈴
すず

音
ね

荒 木 龍
りゅう

平
へい

樋 口 碧
あお

透
と

中 澤 彩
あや

花
か

藤 木 悠
ゆう

斗
と

押 木 太
たい

瑛
よう

柳 　 比
ひ

奈
な

雲 野 美
み

羽
う

長 谷川　諒
りょう

星 名 希
のぞ

美
み

樋 熊 　 希
のぞみ

水 落 凌
りょう

馬
ま

庭 野 　 翔
かける

樋 口 花
はな

穂
ほ

星 名 眞
ま

生
お

上 村 　 任
たもつ

上 村 優
ゆう

貴
き

西 方 吏
り

功
く

種 村 　 開
はるき

櫻 井 智
とも

裕
ひろ

よい歯の子 住 所　　保護者

松之山支所で６月の３歳児健診を受けた子20人

（松之山）

（天水越）

（小　谷）

（松之山）

（天水越）

（松之山）

（松之山赤倉）

美智男

晃

賢

孝宏

卓史

素良

昇

保 坂 姫
ひめ

夏
か

福 原 麗
れい

奈
な

福 原 健
けん

太
た

村 山 舞
ま

桜
お

長 澤 朋
とも

枝
え

内 山 直
なお

史
ふみ

村 山 昭
あき

浩
ひろ

新
潟
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

２
０
０
５
出
展
募
集

省
エ
ネ
に
関
す
る
作
品
募
集

条
第
二
病
院
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係
（
内
線

１
２
６
）
ま
た
は
十
日
町
地
域
振
興

局
健
康
福
祉
部
地
域
保
健
課
（
1
７

５
７
│
２
４
０
０
）

８
月
３
日
d
の
住
民
健
診
会
場
を

旧
真
田
小
学
校
か
ら
ふ
る
さ
と
会
館

に
変
更
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
健
康

支
援
課
成
人
保
健
係
（
内
線
１
２
４
）

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
８
月

11
日
e
か
ら
市
内
各
郵
便
局
で
始
ま

り
ま
す
。
該
当
者
（
代
理
人
可
）
は

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。
●
持
参
す
る

も
の
＝
①
印
鑑
②
国
民
年
金
証
書
●

年
金
受
領
後
の
手
続
き
＝
国
民
年
金

証
書
と
福
祉
年
金
所
得
状
況
届
（
定

時
届
）
を
８
月
19
日
f
ま
で
に
市
役

所
に
提
出
●
提
出
・
問
合
せ
＝
保
険

年
金
課
年
金
係
（
内
線
１
６
７
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
な
ど（
養

育
者
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
４
月
〜

７
月
分
を
８
月
11
日
e
に
振
り
込
み

ま
す
。
●
手
当
額
＝
受
給
者
に
よ
り

異
な
る
の
で
証
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
●
問
合
せ
＝
市
役
所
保
険
年
金

課
年
金
係
（
内
線
１
６
７
）

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
現
況
届
の
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
所
得
状
況

届
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
必
ず
本

人
が
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
遅

れ
る
と
８
月
分
以
降
、
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の
＝
①
証
書
②
印
鑑

③
現
況
届
●
期
間
＝
児
童
扶
養
手
当

８
月
１
日
b
〜
31
日
d
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
８
月
11
日
e
〜
25
日
e
●

提
出
・
問
合
せ
＝
児
童
扶
養
手
当
‥

保
険
年
金
課
年
金
係
（
内
線
１
６

７
）、
特
別
児
童
扶
養
手
当
‥
福
祉

課
障
害
福
祉
係
（
内
線
１
４
２
）

７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
４
期
及
び
介
護
保

険
料
第
４
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

税
務
課
・
保
険
年
金
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
※
13

日
g
・
14
日
a
は
午
後
５
時
閉
館

●
博
物
館
＝
１
日
b
・
８
日
b
・
22

日
b
・
29
日
b

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
31
日
d

※
25
日
e
・
26
日
f
は
午
後
５
時
閉

館●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日
※
13

日
g
〜
15
日
b
と
25
日
e
〜
27
日
g

は
午
後
５
時
閉
館

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
23
日
c

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
巡
回
相
談
所
＝
８
月
２
日
c
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
‥
上
越
警
察

署
（
1
０
２
５
│
５
２
１
│
０
１
１

０
）、８
月
８
日
b
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
‥
長
岡
警
察
署
（
1
０
２

５
８
│
38
│
０
１
１
０
）
●
特
別
相

談
所
＝
８
月
の
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
‥
県
警
察
本
部
鑑
識
課
（
1

０
２
５
│
２
８
５
│
０
１
１
０
）
●

問
合
せ
＝
十
日
町
警
察
署
（
1
７
５

２
│
０
１
１
０
）

８
月
６
日
g
は
終
日
、
作
業
停
電

の
た
め
情
報
館
で
証
明
書
（
戸
籍
・

住
民
票
・
印
鑑
証
明
）
の
発
行
が
で

き
ま
せ
ん
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活

課
市
民
係
（
内
線
１
５
３
）
情
報
館

（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

●
期
日
＝
８
月
２
日
c
●
会
場
＝
下

条
公
民
館
●
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
●
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医

療
係
（
内
線
１
２
７
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

７
月
10
日
号
７
ペ
ー
ジ
、
17
年
度

十
日
町
市
の
予
算
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
17
年
度
の
主
な
事
業
の
生
産

振
興
総
合
対
策
事
業
の
金
額
は
５
億

円
で
は
な
く
、
正
し
く
は
５
、
０
０

０
万
円
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

７
月
10
日
号
22
ペ
ー
ジ
、
お
知
ら

せ
・
ガ
イ
ド
の
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
募

集
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
登
録
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、
正
し
く

はh
ttp
://w
w
w
.eco
-fa
m
ily
.jp

で

す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

６月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

夏の交通事故防止運動

期　　間 ７月22日f～31日a

スローガン 夏の道

ゆとりとマナーで

さわやか運転

運動の重点 暴走・疲労運転の追放

全座席シートベルトの着用

８月の交通安全キャンペーン

年

17年

16年

発生件数

32（114）

16（116）

負傷者数

43（195）

21（164）

死者数

0（1）

0（5）

物件事故数

54（553）

50（393）

わ
た
し
の
税

ど
こ
か
で
だ
れ
か
を

支
え
て
る

７
月
の
納
税
・
納
付

８
月
の
休
館
日

８
月
６
日
は
情
報
館
で
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

無
料
相
談
所
開
設

全
血
献
血

８月の
献血

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

出
展
作
品
募
集

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
届
を
忘
れ
ず
に

心
の
健
康
相
談

住
民
健
診
会
場
の
変
更

８
月
11
日
は
老
齢
福
祉

年
金
の
支
払
日
で
す

４
月
〜
７
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

公営住宅入居者募集

●募集期間 ７月27日d～８月９日c

※入居の資格条件が定められるので問合せてください。
●申込み・問合せ　建設課建築住宅係（内線252）

募集住宅

黒沢市営住宅

谷内丑市営住宅

黒沢県営住宅

新座県営住宅

善宗塚住宅

湯山団地

十

日

町

地

区

松
代
地
区

松
之
山
地
区

建設年度・構造

Ｓ47年度

簡易耐火・２階建

Ｈ元年度

中層耐火・３階建

Ｓ46年度

簡易耐火・２階建

Ｓ31年度

中層耐火・３階建

Ｓ51年度

簡易耐火・３階建

Ｈ11年度

木造高床・３階建

6帖1室、

4.5帖1室、DK

6帖3室、DK

6帖1室、

4.5帖1室、DK

6帖1室、

4.5帖1室

6帖1室、

4.5帖2室、DK

8帖1室、

6帖2室、DK

7,900円～

15,800円

18,000円～

52,400円

8.600円～

15,200円

7,200円～

18,300円

13,700円～

36,800円

50,000円

S18号室

1階

C104号室

K16、

K18号室

1階

1号室

5、15、

21号室

B－2

1

1

2

1

3

1

間取り 家賃（1か月）募集戸数 備　考
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８月は、&上村病院での予防接種（麻し

ん・風しん）の予約を休みます。

▼
「
梅
雨
が
な
か
な
か
来
な
い
」
と
先
月
の

本
欄
に
書
い
た
直
後
に
梅
雨
入
り
し
、
し
か

も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
豪
雨
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。「
因
果
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

と
、
い
い
わ
け
し
て
み
る
も
の
の
、
何
と
な

く
申
し
訳
な
く
責
任
を
感
じ
ま
す
。

▼
言
い
出
し
た
こ
と
が
現
実
に
な
る
こ
と
な

ど
に
超
自
然
の
力
を
感
じ
て
、
こ
と
ば
そ
の

も
の
に
霊
力
が
や
ど
る
と
い
う
「
言
霊
（
こ

と
だ
ま
）」
思
想
は
、
日
本
人
は
ご
く
自
然

に
身
に
つ
け
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

▼
「
い
い
こ
と
を
言
え
ば
い
い
こ
と
が
起
こ

り
悪
い
こ
と
を
言
え
ば
悪
い
こ
と
が
起
こ

る
。
だ
っ
け
い
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
話
そ
う
。

ほ
う
し
た
ら
幸
せ
が
来
る
」。
畑
で
出
会
っ

た
80
代
の
女
性
の
こ
と
ば
で
す
。
こ
う
い
う

人
た
ち
が
６
万
３
、

０
０
０
人
集
ま
っ
て

十
日
町
市
が
あ
り
ま

す
。
い
い
ま
ち
に
し

よ
う
。

（わ）

▼
ク
ー
ル
ビ
ズ
が
始
ま
っ
て
も
う
す
ぐ
２
か

月
。
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。
温
暖

化
防
止
に
一
役
買
う
と
い
う
ク
ー
ル
ビ
ズ
も

根
付
く
か
、
そ
れ
と
も
忘
れ
ら
れ
る
か
、
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
に
な
る
で
し
ょ
う
。

▼
江
戸
時
代
、
暑
い
も
の
づ
く
し
で
ま
と
め

た
狂
歌
に
、「
西
日
さ
す
／
九
尺
二
間
に
／
太

っ
ち
ょ
の
／
背
で
子
が
泣
く
／
飯
が
こ
げ
つ

く
」
と
い
う
聞
く
だ
け
で
汗
が
し
た
た
る
よ

う
な
作
品
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
自
然

現
象
は
西
日
だ
け
。
ほ
か
は
、
九
尺
二
間
と

い
う
江
戸
時
代
の
狭
い
家
に
体
型
、
子
育
て

の
苦
労
に
料
理
の
失
敗
と
い
う
暑
さ
と
は
関

係
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
夏
の
暑
さ
と
い

う
も
の
は
、
今
も
昔

も
温
度
の
高
さ
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
ほ

か
の
要
因
の
影
響
も

大
き
い
よ
う
で
す
ね
。

（南）

午前8時30分～午後5時

午前9時～11時

午前9時～11時

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～午後4時30分

十日町保健センター

吉田就業改善センター

山谷集会所

水沢公民館

平成園

中条公民館

北原集落センター

川西保健センター

松之山支所

松代支所

中里総合センター

16年
１月～３月
生まれの幼児

１歳6か月児健診

倉俣診療所 芋川 763-2147

中条病院 北原 757-3018

山口医院 下条中央通り 755-2003

庭野医院 寿町４ 752-2711

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

松之山診療所 松之山 596-2240

医療機関名期 日 住　所 電話番号

７日A

14日A

21日A

28日A

●休日救急医 ●乳幼児予防接種

川西診療所 ８月13日G

倉俣診療所 ８月15日B・16日C

中里歯科診療所 ８月15日B・16日C

室野診療所 ８月13日G

松之山診療所 ８月15日B午後

医療機関名 休　診　日

●国保診療所８月の臨時休診

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳児健診

1歳6か月児健診

４日E 午後1時～1時30分 14年２月
生まれの幼児

17日D 午後1時～1時30分 16年２月
生まれの幼児

４か月児健診 24日D 午後1時～1時30分 17年４月
生まれの乳児

2歳6か月児身体測定

10か月児身体測定 24日D 午前9時15分～10時 16年10月
生まれの乳児

十日町　会場：十日町保健センター

●乳幼児健診 ※在住する各支所の会場で受けてください　

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

午後1時～
1時20分

16年
９月・10月
生まれの乳児

◎持ち物…母子手帳・問診票、着替えやおむつなど

必要なもの、目と耳のアンケート（３歳児健診）

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでい

る本庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳児健診前に検査セットを送りますので、届か

ない人は住んでいる本庁または各支所へ連絡してく

ださい。

◎十日町・川西会場での１歳６か月児以降の健診は

歯科健診があります。歯みがきをしてきてください。

川西　会場：川西保健センター

10か月児健診

中里　会場：中里総合センター

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日　午前９時00分～午後５時　　

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時

会場：市民相談室・行政相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時

会場：市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
毎月第２・第４木曜日　

午前10時～正午、午後１時～３時

会場：クロス10

●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日（11日は休み）

▽松之山支所 ９日C ▽松代支所 ５日F

▽中里支所　　19日F ▽川西支所　30日C

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

※健康手帳のある人はご持参ください。

保育園入園前の乳幼児（希望者）

乳幼児身体測定・健康相談 ２日C
午前9時30分～11時

（時間内ならいつでも）

会場…中里総合センター

十日町本庁

２回目

８月４日E

３回目

８月26日F

三種混合 対象者…接種日現在で生後６か月～７歳６か月未満

中里支所 健康福祉課

１回目

会場…十日町保健センター　受付時間…午後1時30分～2時15分

受付時間…午後1時45分～２時30分

８月18日E

８月19日F

８月23日C

地　　区

中条・吉田・下条

川治・六箇・水沢

十　　日　　町

２回目

９月８日E

９月９日F

９月13日C

３回目

９月29日E

９月30日F

10月４日C

十日町本庁 健康支援課

2005年8月 August2005年8月 August

29日B

８日B

期　日 対　　　象　　　児

会場…十日町保健センター　受付時間…午後1時30分～2時15分

健康支援課

17年２月14日～17年５月13日生まれの乳児12日F

BCG 対象者…接種日現在生後３か月～６か月未満

中里支所

期　日 対　　　象　　　児

会場…中里総合センター　受付時間…午後２時～２時30分

健康福祉課

17年２月19日～17年５月18日生まれの乳児17日D

注意事項

・「予防接種と子どもの健康」を必ず読んできてください。

・受付時間を厳守してください。遅れると接種できない

ことがあります。

・ほかの予防接種との接種間隔に注意してください。

・対象年齢を過ぎると医療機関での任意接種（自己費用

負担）になります。

持参するもの

・母子健康手帳（忘れると接種できません）

・予診票　　　・体温計

予防接種は、住んでいる本庁または各支所内の会場で

受けることが基本ですが、別の支所でも接種できます。

ただし、ほかの支所で接種する場合は、接種を受けよう

とする支所へ前日までに必ず連絡してください。

BCGは対象期間が短いので、早めに接種しましょう。

１・29日B

18日E

19日F

30日C

22日B

29日B

今月はお休みです

※９月のBCGは、７日Dに川西支所内の会場で実施します

川西支所

会　　　場

健康福祉課

８月24日D川西福祉センター

３回目

受付時間

午後２時～２時30分

１回目

10月５日D

８月22日B

９月14日D

２回目

９月12日B上野地区コミュニティセンター 10月３日B

中里支所内の皆さんへ
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